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プロジェクト研究Ｅにおいて見えてきた，
野外学習における課題

地学研究班

地学研究班は，プロジェクト研究Ｅにおいて，札幌市立福移小・中学校，恵庭市立島松小学校，

江別市立江別第二小学校で行っている地学領域の野外学習に同行し，その実態や，露頭における観

察・記録の方法などについて調査を行った。その結果，野外学習における課題として，露頭での観

察・記録が不十分であったり，野外学習の内容が絞りきれず焦点が曖昧になっていたり，指導者の

解説や発問が本来捉えさせたい内容とずれていたりする場面が見られた。そこで，これらの課題の

うち，露頭での観察・記録の方法に注目し，その課題と解決策について検討したので報告する。

［キーワード］土地のつくりと変化 野外観察 露頭観察 地層観察 スケッチ

はじめに

多くの小学校教員にとって，大地に関する学

習は，指導上困難を感じる分野のひとつである
※1)。その原因として，境（2005）※2)は，①教え

る側の知識や情報の不足，授業の時間的な制約，

観察場所までの移動の問題などの理由によって

身近にある素材を使った野外観察が行われにく

くなっていること。②実施されている野外観察

が，教師や外部講師が解説して終わるものが多

く，児童が課題を発見し，追究する内容になっ

ていないこと。をあげている。

一方，小学校学習指導要領解説理科編※3)では，

土地のつくりと変化について，「実際に地層を

観察する機会をもつようにする」ことを求めて

おり，さらに指導計画の作成と内容の取扱いに

おいても，「それぞれの地域でも自然の事物・

現象を教材化し，それらの積極的な活用を図る

こと」を求めている。

そこで，プロジェクト研究Ｅでは，学校で利

用しやすい，地域の自然素材を活用した，野外

学習プログラムを開発し，その効果を検証する

こととした。今年度の研究では，学習プログラ

ムの開発にあたり，すでに行われている野外学

習において，どのような課題があるのか，また，

開発プログラムに取り入れることができる実践

があるのかを調査した。

１ 野外学習の実践例

(1) 恵庭市立島松小学校

①日時 平成24年10月２日(月)３～４校時

②対象 ６年３組31名

③観察場所 北広島市島松（図１）

④学習の位置付け

「土地のつくりと変化」における，まと

めの授業として行っている。

(2) 札幌市立福移小・中学校

①日時 平成24年10月５日(金)１～５校時

②対象 小学校６年18名，中学校１年17名

③観察場所 石狩市厚田区古潭（図２）

④学習の位置付け

小６「土地のつくりと変化」中１「大地

の変化と成り立ち」における導入として，

小・中の合同学習の一環で行っている。

図１ 北広島市島松の露頭
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(3) 江別市立江別第二小学校

①日時 平成24年10月５日(金）３～４校時

②対象 ６年２組30名

③観察場所 江別市元野幌（図３）

④学習のねらい

「土地のつくりと変化」における導入とし

て行っている。

２ 露頭の観察・記録に関する課題

(1) 子ども達のスケッチからわかる課題

札幌市立福移小・中学校と江別第二小学校の

実践では，実際に露頭を観察し，スケッチする

活動を行っている。スケッチには，地層の境界，

地層を構成する粒子の様子，地層の色，その他

気がついたことなどを記入するよう指導してい

る。しかし，実際に記入されたスケッチを分析

すると，大きく分けて次の３つの課題をもった

スケッチに分けることができた。

図２ 石狩市厚田区古潭の露頭

図３ 江別市元野幌の露頭

① 表面の凹凸や植生などを描画し，スケッ

チの視点がずれており，観察した内容の記

述が不足しているもの。これらのスケッチ

をした子どもにとって，気になるのは地層

ではなく，周囲の転石や草花であったこと

がよくわかる（図４）。

② ある程度地層を認識し，スケッチに表現

できているが，全体的に記述する内容が不

足しているもの（図５）。

③ 指示されて観察した特徴は記述されてい

るが，地層が表現されておらず，実際の露

頭の状況がわからないもの（図６）。

また，中学生において，これらの傾向は少な

くなるものの，依然スケッチに苦労している様

子がみられることが，福移中学校の記録からわ

かった（図７）。

図４ 視点がずれているスケッチ

（３枚とも福移小学校）
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(2) 課題の分析

上記３つの課題が生じる要因を検討した。

① 視点がずれているスケッチ

スケッチするべき内容について教師の指示

図６ 記述中心のスケッチ

（上;福移小学校，下;江別第二小学校）

図５ 地層は見えているが，記述が不足して

いるスケッチ

が足りなかったことが考えられる。しかし，

福移小・中学校が行った野外学習では，露頭

の観察をおこなう前の全体指導や，観察中に

も丁寧な解説を行っていた。

次に考えられる要因として，露頭全体のス

ケッチをするという活動が，そもそも難しい

ということが考えられる。特に野外のような

広い場所では，どこからどこまで描いて良い

のか迷う上に，露頭の表面的な描画となって

しまっても不思議ではない。

② 地層が見えているが，記述が不足している

スケッチについては，十分な時間の確保がで

きていなかったことが考えられる。

せっかく地層を認識し，スケッチで表現す

ることができても，時間が不足しているため，

十分な観察までできていなかったのではない

か。福移小・中学校の野外学習は見学地点が

多く過密日程であったことを考えると，この

要因は少なからずあったといえる。

③ 記述中心のスケッチは，指導の際に視点を

強調しすぎていることが要因として考えられ

る。江別第二小学校の野外学習では，ワーク

シートに記録すべき視点が書かれており（図

８），図６下のスケッチに記された記述を見

ると，教師が示した視点でしっかりと観察し

ていることがわかる。スケッチ上に地層の様

子が描かれてない理由として，②同様に時間

が要因として考えられる。観察をしっかりと

行っていたためにスケッチをする時間が足り

なくなったと考えるのは容易である。

図７ 中学生のスケッチ

（福移中学校）

図８ ワークシート上の指示
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３ 露頭の観察・記録方法に関する検討

(1) 一般的な地層観察

これまで，野外での地層観察は，スケッチを

することが当然のように扱われていた。道内で

使用している小学校６年生理科の教科書におい

ても，そういった考えを反映したつくりとなっ

ている。教育出版※4)では，地層観察の方法とし

てスケッチをすることが明記されている（図

９）。一方，啓林館※5)と東京書籍※6)では文章に

よる例示こそないが，子どものスケッチ例が図

示されている（図10，図11）。

中学校の教科書では，３社ともスケッチをす

ることを明記しており，生徒のスケッチ例が図

示されている（図12）

図９ 教育出版の記述

①に地層の全体の様子をスケッチするよ

う記述されている

図10 啓林館のスケッチ例（左）

図11 東京書籍のスケッチ例（右）

(2) 島松小学校の実践から

恵庭市立島松小学校で行った野外学習では，

観察地点の露頭の概要がすでに記されているワ

ークシートを用いて，観察した特徴を記述させ

た（図13）。島松小学校の実践は，福移小・中

学校，江別第二小学校に先立ち行われており，

他校の課題を反映した工夫ではない。観察地点

の露頭が複雑で，スケッチには適さないと判断

したための工夫であった。

実践後，ワークシートを調べてみたところ，

全ての子ども達がそれぞれの観察地点における

地層の特徴を，かなり詳細に記録できているこ

とがわかった。さらに，教師が解説した内容を

追記したり，中には簡単なスケッチを重ねて記

録したりする児童もいた（図14－①～⑤）。

露頭のスケッチを行わないことで，学習目的

である地層を構成するものの特徴を観察するこ

とに集中できたと考えられる。また，島松小学

校は野外学習を単元のまとめで行っていること

も記述が進んだ原因のひとつと考えられる。

図９ 教育出版の記述

図12 東京書籍※7)の記述

図13 島松小学校で使用したワークシート
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(3) スケッチをさせない指導法の提案

さて，このような実践の結果をもとに，地学

研究班は次のような仮説を立てた。

① 子ども達が野外で露頭を観察する際，どこ

を観察すれば良いのかを具体的に示すこと

で，観察の視点が定まり，学習が深まる。

② 野外観察に十分な時間をかけることが望ま

しいが，学校の状況を考えると難しい。短時

間で学習のねらいを達成できるよう，大まか

なスケッチができているワークシートを使用

することで，集中して地層の特徴を観察する

ことができる。

③ スケッチを行わないことで，絵やスケッチ

に苦手意識をもつことなく，全ての子ども達

が観察の対象物に興味・関心をもって学習に

臨むことができる。

これらの仮説より，小学校６年生の野外観察

における露頭での地層の観察方法について，島
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図14 島松小学校のワークシート記入例

①

③

⑤ ⑥

④

②



- 33 -研究紀要 第25号（2013）

自然災害を再現する実験教材の工夫・開発

松小学校で行ったような，地層の外観が書かれ

ているワークシートへの記述方式を提案する。

この方式を用いることによって，野外でも充実

した観察を行うことができ，その結果見いだし

た地層の特徴から，過去の出来事を推察するな

どの学習も深まるのではないか。

我々を含め，これまで地学教育に関わってき

た者の先入観として，野外における地層の観察

は当然の活動であると考えてきた。しかし本来

この学習を通して子ども達につけたい力は，地

層を観察して，その特徴を見いだすことであり，

スケッチ上にそれを表現することではないはず

である。もちろんスケッチ上で記録できるに越

したことはないが，初めて露頭を観察する児童

にとって，負担が大きいことは間違いない。

また，学校においても，野外学習に長時間を

費やすことができない実情がある。しかしいか

に短くしても２時間は必要とする露頭観察で，

よくわからなかったという結果を残すのであれ

ば，野外観察が軽視されても仕方がない。短時

間でもしっかりと観察・記録ができ，次の学習

につながる野外観察を行えるのであれば，教師

の苦手意識も減るであろう。

４ 今後の研究の進め方

プロジェクト研究Ｅでは，平成25年度より新

たに新得町立屈足南小学校，乙部町立明和小学

校を研究協力校として指定し，野外における地

層観察の学習プログラムの開発を行う。これま

で連携協力をしていた３校での実践に加え，新

たに加わる２校において，今回仮説を立てた実

態についてさらに調査し，新しい地層の観察方

法について検証を進める必要がある。

札幌市立福移小・中学校では，１日をかけた

野外学習を実施していることから，複数の検証

を進めたい。例えば，スケッチを使わない方法

で観察した後にスケッチに取り組ませると，子

ども達の認識がどのように変化しているかを観

察したり，学年差による認識の違いなども検証

を行ったりできるだろう。１日の見学内容の精

選を含め，より意味のある学習プログラムの開

発を行う。その他の学校では，研究の初年度に

おいて明らかになった課題が解決されるような

プログラムを開発し，各校の教師に実践してい

ただく。その結果，開発する学習プログラムの

効果や，教師の負担などについて検証したい。

北海道には，多くのすばらしい自然素材があ

るにもかかわらず，その素材を活用した実践は

数少ない。しかし，各地の教育委員会や自然が

好きな教員の多くは，その素材を活用した学習

を行う機会を求めている。我々の研究が正しく

検証され，モデルとなる学習プログラムが普及

することで，多くの学校で地域の自然素材を用

いた野外学習が行われるようになることを目指

し，次年度の研究を進めていきたい。
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